（ILM共同利用）
令和７年度　ILM共同利用・共同研究報告書
2026年　5月　9日
	研究代表者
	所属機関
	東北大学大学院　工学研究科

	
	職名
	准教授

	
	氏名
	上田　恭介

	共同研究者
（対応者）
	所属機関
	富山大学先進チタン国際研究センター

	
	職名
	教授

	
	氏名
	石本　卓也

	研究課題
	生体内溶解性ガラスを用いたチタンの骨適合・抗菌化表面の創製

	
共同研究テーマ

※該当するものに✓をつけてください。
	☑全国共同利用・共同研究助成
□国際共同利用・共同研究助成
□共通試料提供・共同研究助成
□試料分析評価受託・共同研究助成

	□重点テーマ
□輸送機器材料開発
☑生体材料開発
□橋梁・建築用材料開発
□キンク強化
□自由テーマ

	使用設備名
（ILM保有のもの）
	
電子顕微鏡、ICP発光分光分析装置

	配当額
	旅費　　　　（　　　240,000　　　　円）
	消耗品　　　　（　　　　60,000　　　円）

	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
【主な研究成果】
チタンの骨適合性向上と抗菌性発現を両立する表面の創製を目指し、抗菌元素を添加したSiO2-CaO系生体溶解性ガラスのコーティングプロセスを確立するとともに、その溶解性および抗菌性を評価した。
ゾルゲル法とディップコーティング法を組み合わせることで、チタン基板表面に剥離のない緻密なガラス層（膜厚約1 μm）を形成することに成功した。
擬似体液浸漬試験の結果、本ガラス層は溶解性を示した。加えて、添加した抗菌元素イオンがガラス膜から放出され、その放出量は元素の添加量によって制御可能であることが示された。
大腸菌を用いたシェークフラスコ法による抗菌性評価では、イオン放出量の増加に伴い生菌数の減少が確認された。抗菌性の指標である抗菌活性値（R）は2.0以上となり、優れた抗菌性を発現することを明らかにした。

【今後の展望】
本研究により、抗菌元素の添加量と抗菌性の相関を明らかにすることができた。今後は、抗菌元素の過剰な放出が細胞毒性を誘発する懸念を考慮し、骨芽細胞や線維芽細胞を用いた細胞適合性評価を実施する計画である。これにより、抗菌性と安全性を高精度に両立する最適なコーティング条件の特定を目指す。
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